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今月の表紙「消防団パレード勇壮に」

広報あしきた　４月号

３月 19 日に行われた消防点検。社会教育セ
ンターから佐敷中学校まで、ラッパ隊を先頭
に消防団員と消防車両が勇壮にパレードしま
した。
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町消防点検

芦北うたせマラソン大会

うらら祭り・産業祭

/祝 100歳　遠山ジツさん

平成29年度当初予算

まちのわだい

熊本地震から１年　

住宅耐震化を支援します

保健センターだより　予防接種

平成29年度スポーツ・文化行事

イベントカレンダー

町職員人事異動

お知らせ

消防・警察

消費生活センター

スポーツ賞・文化振興奨励賞

英国派遣参加者募集

/ジェシカのうきうきDiary

芦北に残る文化遺産

/芦北の民話

カンボジアに学校を贈る運動

/おすすめ図書

書・絵手紙

/出生・おくやみ

御立岬ビーチサッカー

/濱崎さんカワセミ写真が冊子に

/星野富弘美術館だより

人 口　　　１７，９６０人　  （−９０）

男 　　　　８，４５３人　  （−４９）

女 　　　　９，５０７人　  （−４１）

65 歳以上　　　　７，３１１人　  （−　２）

世 帯 数　　　　７，３６８世帯（−１２）

人口のうごき（H29. ４. １現在）（　）内は前月比

　芦北町消防点検が３月 19 日、佐敷中学校グラウンド
で行われました。芦北町の全 10 分団約 400 人と消防車
両約 30 台が佐敷商店街をパレード。その後、通常点検
による規律競技が行われました。また、保育園児や幼稚
園児が大きな声で元気よく通常点検や放水訓練を披露す
ると、会場からは大きな拍手が送られました。
　午後から行われた放水競技では小型ポンプによる放水
でクレーンに吊り下げられたボールを落とし、ドラム缶
に水を溢れさせ中のボールを落とすまでのタイムを競い
ました。
　規律競技と放水競技の結果は次のとおりです。

【規律競技】
１位　機動分団
２位　第 6 分団（宮崎、湯浦、女島）
３位　第１分団（田浦町、波多島、井牟田）

【放水競技】
１位　第６分団（宮崎、湯浦、女島）
２位　第２分団（田浦、横居木）
３位　第４分団（鶴木山、計石、白岩、乙千屋、道川内）

初めての参加となった田浦小少年消防クラブの通常点検

吸菅を抱え勢いよく飛び込む消防団員 ドラム缶に向け放水クレーンに吊られたボールを狙う
（写真提供：㈱アドバンスコネクト）

全分団による一斉放水

消防団
員が集

結　　

　　町消防点検

分列行進の車両パレード

湯浦保育園の通常点検 吉尾保育園の放水訓練 初参加の田浦小少年消防クラブ

敬礼する松﨑政司団長と全消防団員▶︎

　

▶︎
消
防
団
の
通
常
点
検
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３
月
18
日
・
19
日
に
、
道
の
駅
た
の

う
ら
で
は
「
う
ら
ら
祭
り
」
が
、
道
の

駅
芦
北
デ
コ
ポ
ン
で
は
「
芦
北
町
産
業

祭
デ
コ
ポ
ン
祭
り
」
が
開
か
れ
、
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

う
ら
ら
祭
り
で
は
、
柑
橘
類
な
ど
物

産
販
売
や
甘
夏
ゼ
リ
ー
の
積
み
上
げ
大

会
、
甘
夏
の
重
さ
当
て
ク
イ
ズ
な
ど
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。　

　

産
業
祭
で
は
、
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
が
開

設
し
た
い
ち
ご
観
光
農
園
「
熊
本
あ
し

き
た
い
ち
ご
の
森
」
オ
ー
プ
ン
を
記
念

し
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
に
「
ミ
ス
い
ち
ご
」
を
迎
え
、

施
設
内
で
写
真
撮
影
な
ど
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

い
ち
ご
の
森
に
は
約
２
万
８
千
株
の

イ
チ
ゴ
が
植
え
ら
れ
、
２
月
の
開
業
か

ら
４
月
９
日
ま
で
の
営
業
21
日
間
で
２

２
６
０
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。
土

日
祝
日
限
定
で
５
月
初
旬
ま
で
イ
チ
ゴ

狩
り
が
楽
し
め
る
予
定
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
の
丁
道
夫
代
表
理
事

組
合
長
は
「
今
後
、
長
期
的
に
は
太
秋

柿
や
デ
コ
ポ
ン
な
ど
を
植
え
て
、
一
年

を
通
し
て
観
光
で
き
る
農
園
に
し
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
同

農
園
に
は
現
在
、
７
人
の
雇
用
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。　

うらら祭り・産業祭にぎわう

　

遠
山
ジ
ツ
さ
ん
が
３
月
19
日
、
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
町
か
ら
長
寿
慶
祝

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

花
束
を
受
け
取
っ
た
遠
山
さ
ん
は
「
恐

縮
で
す
。
ち
ょ
こ
っ
と
の
間
に
１
０
０
歳

が
来
ま
し
た
。
福
祉
が
充
実
し
て
い
る
中

で
長
生
き
さ
せ
て
も
ら
い
感
謝
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
や
日

本
の
政
治
状
況
に
も
関
心
が
高
く
、
毎
日
、

新
聞
や
週
刊
誌
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
る
こ
と
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
野
球
も
好
き
で
芦
北
町
出
身
の
立
岡

選
手
に
も
「
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。　

　祝 100歳 遠山ジツさん（小田浦５）

うらら祭りでゼリーを積み上げる参加者

産業祭でのひょっとこ踊りと笑顔の来場者

いちごの森オープンを祝うテープカット

イチゴ狩りを楽しむ親子

グループホームゆうあいの皆さんも声援を送ります

３キロのスタートを切る小学生 菜の花の咲く道を疾走

三線や歌でも大会を盛り上げたさしき健走会の皆さん

交流会で芦北ハイヤを踊る健走会と町民の皆さん

　

芦
北
う
た
せ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
３
月
26

日
、
芦
北
海
浜
総
合
公
園
前
を
ス
タ
ー

ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

33
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
県
内

外
か
ら
約
１
６
０
０
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
し
、
春
の
潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
心
地

よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
沖
縄
県
南
城
市
の
さ
し
き

健
走
会
の
メ
ン
バ
ー
15
人
が
出
場
。
応
援

団
も
含
め
36
人
が
芦
北
町
を
訪
れ
大
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

さ
し
き
健
走
会
は
、
か
つ
て
同
じ
「
佐

敷
町
」
と
い
う
地
名
が
あ
っ
た
こ
と
が
縁

で
大
会
に
参
加
。
大
会
後
に
は
町
民
と
の

交
流
会
も
行
わ
れ
、
お
互
い
の
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

　

同
会
は
「
11
月
に
南
城
市
で
開
か
れ
る

尚し
ょ
う
は
し

巴
志
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
も
ぜ
ひ

芦
北
町
の
人
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
か
け
て
い
ま
し
た
。

芦
北
う
た
せ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

2017
い
ち
ご
ね
こ
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自主財
源

依
存

財
源

総額  

１
６
６
億
５
，５
１
０
万
円

使用料・手数料（2.7％）
2 億 6,457 万円

繰入金（５.7％）
5 億 5,487 万円

分担金・負担金（1.1％）
1 億 798 万円

諸収入・財産収入・
寄附金（2.6％）
2 億 5,095 万円

繰越金（2.0％）
2 億円

町税（16.6％）
16 億 1,511 万円

地方交付税（37.7％）
36 億 7,800 万円

各種交付金など（3.4％）
3 億 3,419 万円

地方譲与税（1.1％）
1 億 800 万円

国庫支出金（10.0％）
9 億 7,175 万円

県支出金（6.6％）
6 億 4,358 万円

町債（10.5％）
10 億 2,300 万円

議会費（1.2％）
1 億 1,990 万円

商工費（4.6％）
4 億 4,903 万円

予備費（0.0％）
362 万円

消防費（3.9％）
3 億 7,754 万円

教育費（8.2％）
7 億 9,485 万円

土木費（8.8％）
8 億 5,782 万円

衛生費（10.7％）
10 億 4,520 万円

民生費（30.8％）
30 億 349 万円

総務費（15.4％）
15 億 202 万円

公債費（11.5％）
11 億 2,067 万円

農林水産業費（4.9％）
4 億 7,784 万円

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
住
み
や
す
い
芦
北
町
を

つ
く
る
た
め
の
新
年
度
予
算
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
に
は
ど
の

よ
う
な
財
源
が
あ
り
、ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
を
説
明
し
ま
す
。

予算総額　97 億 5,200 万円　
　　　　　　前年比１億６，２００万円増（１．７％）

歳入

歳出

※予算額の１万円未満の金額は四捨五入しています。

　町税は一部のメガソーラーに対する償却資産特例期間の終了により固定資産税は大幅な
増加が見込まれるものの、町内の主要事業所に依然として力強さが見られず総額では 0.4％
増の 16 億 1,511 万円を計上しました。
　地方交付税は合併算定替の特例措置の縮減により 6.6％減の 36 億 7,800 万円を見込み
国庫支出金は 9 億 7,175 万円の計上となっています。繰入金は地方交付税の減額に対応す
るため、まちづくり振興基金などからの繰入れを総額 5 億 5,487 万円措置しました。　
　

●一歳児に町産材を使ったおもちゃの贈呈など木育
　事業を実施
●水産物直売施設「えび庵」の振興・漁業支援
●八代市・氷川町・芦北町の定住自立圏協定に基づ
　いた観光ネットワークの連携強化
●ふるさと応援寄付金制度（ふるさと納税）の充実

●親子の生活習慣病健診や健康教室を実施
●定住自立圏協定に基づく消費生活相談
●子どもの医療費は引き続き 18 歳まで無料　

●芦北高校総合支援事業による入学者確保と高校の
　魅力向上
●しろやまスカイドーム開館 20 周年記念イベント
●古石みどりの里でボルダリング教室実施
●芦北町誌編さん委員会を設立し資料や記録を収集

●熊本地震を踏まえ、住宅耐震化を促進
●町内全域を網羅する光通信の一部供用を開始

●町道射場芦北線改良事業（しろやまスカイドーム
　〜芦北）の本体工事

地域活力と雇用を生み出す産業づくり

地域で守り育てるまちづくり

郷土の未来を育む人づくり

暮らしを支える基盤づくり

住民と行政の協働のまちづくり

農林水産業や商工業、観光の振興を図ります。

町民の健康づくりや福祉、子育て支援の充実を図ります。

住民と行政が協働で行うまちづくりとそれを支える人材の育
成、効率的な行政運営を行います。

教育環境の整備をはじめ、文化・スポーツの振興、国際交流
を推進します。

安全・安心で暮らしやすい環境をつくるため、道路整備や交
通手段の確保、災害に強いまちづくりに取り組みます。

平成 29 年度当初予算　主な取り組み

予算総額 69 億 310 万円
会　計　名 29 年度予算 前年度比

国民健康保険事業 36 億 6,900 万円 ▲ 1.2％

介護保険事業 22 億 5,200 万円 ▲ 0.2％

農業集落排水事業 2 億 2,100 万円 ▲ 1.3%

生活排水処理事業 5,750 万円 ▲ 0.9%

町有温泉事業 １億 200 万円 9.7％

奨学資金貸付事業 3,400 万円 ▲ 8.1％

後期高齢者医療事業 2 億 6,860 万円 0.5％

水道事業 2 億 9,900 万円 5.3％

合　　計 69 億 310 万円 0.4％

特別会計

公営企業会計

　特別会計と水道事業会計（公営企業）の総予算
額 は 69 億 310 万 円 で 平 成 28 年 度 と 比 較 し て
3,120 万円減少しました。主な要因は国民健康保
険事業特別会計（直診勘定）の職員の減によるも
のです。

特別会計（水道会計含む）

●集落活動の支援や移住促進を図るため、新たに地
　域おこし協力隊を導入

平成 29 年度

当初予算

災害復旧費（0.0％）
2 万円

　前年と比較して普通建設事業費（道路や施設などの整備）や積立金の増により
1 億 6,200 万円増加しました。

一般会計 一般会計とは、町の行政運営に必要となる
基本的な経費を計上した会計のことです。

（　　）内は構成比

　第２次芦北町総合計画の目標と将来像である「個
性輝き活力と魅力にあふれた、安全・安心を実感で
きる町」の創造に向けて、予算と事業の「選択と集
中」により施策の展開を図ります。
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映
画
で
町
を
盛
り
上
げ
た
い 
芦
北
町
出
身
の
篠
原
さ
ん　

　
篠
原
さ
ん
は
内
野
小
、
湯
浦
中
を
経
て

高
校
を
卒
業
後
、
映
像
の
仕
事
を
志
し
上

京
。
以
降
Ｃ
Ｍ
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
撮

影
・
編
集
、
映
画
祭
の
運
営
な
ど
に
携
わ

り
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
独
立
し

映
画
や
映
像
の
監
督
と
し
て
活
動
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　
町
内
で
も
過
去
に
自
主
映
画
の
撮
影
や

母
校
の
内
野
小
で
映
画
教
室
な
ど
の
活
動

を
し
て
き
た
篠
原
さ
ん
が
、
ず
っ
と
構
想

を
抱
い
て
き
た
の
が
「
芦
北
町
で
映
画
を

作
る
」
と
い
う
こ
と
。
現
在
、
町
民
有
志

に
よ
る
製
作
委
員
会
の
立
ち
上
げ
に
向
け

た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

篠
原
監
督
に
聞
く
芦
北
町
で
の
映
画
作
り

　

映
画
は
作
る
と
い
う
こ
と
を
決
め
た
時

点
で
宣
伝
が
始
ま
り
、
公
開
さ
れ
る
前
に

情
報
が
多
く
の
人
に
届
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。
芦
北
町
を
舞
台
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
出
演
し
、
町
内
各
地
で
シ
ー
ン
を
作
り

上
げ
ま
す
。
人
が
集
い
、
さ
ら
に
そ
の
人

の
家
族
が
、
そ
の
友
人
が
集
い
、
一
人
ひ

と
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
合
し
大
き
な
塊

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
映
画
で
す
。
映
画

は
お
祭
り
で
い
う
お
神
輿
で
す
。
こ
の
お

神
輿
を
一
緒
に
作
り
、
担
ぎ
、
運
ん
で
く

れ
る
人
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
映
画
で
は
芦
北
町
と
い
う
田
舎
で

起
き
る
た
っ
た
一
人
の
死
と
、
た
っ
た
一

人
の
子
ど
も
の
誕
生
に
心
か
ら
向
き
合
う

家
族
を
描
き
ま
す
。
た
っ
た
一
人
に
振
り

回
さ
れ
る
こ
の
家
族
は
「
人
生
っ
て
つ
ら

い
。
だ
け
ど
最
高
に
面
白
い
と
き
も
あ

る
」
と
い
う
こ
と
に
気
付
く
の
で
す
。

　

主
演
者
は
ま
だ
公
表
で
き
ま
せ
ん
が
、

そ
の
他
の
出
演
者
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は

芦
北
町
で
や
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
中
に
撮
影
と
編
集
を
終
え
、
町
内
で

試
写
会
を
し
た
後
、
来
年
の
春
に
東
京
や

福
岡
、
熊
本
県
内
な
ど
で
公
開
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

篠
ささはら

原隼
は や と

人さん（25）

芦北町豊岡出身。映画製作

団体 ARC FILM 代表。監督、

プロデューサー、ディレク

ター、脚本など、映像制作

全般に精通。自主製作映画

製作のほか、ミュージック

ビデオなどの映像作品を手

がける。

御立岬の自然を体感・体験

　３月 17 日、芦北高校生徒会・ボランティア部・農業
科から、熊本地震の被災地にある嘉島東小と嘉島西小に
メッセージカードや花の鉢植えなどを贈りました。昨年
７月に、芦北高校ボランティア部が全校生徒に呼びかけ
て両校に折鶴、メッセージカード、花の寄植えを贈り、
その後も両校児童からお礼状や年賀状が届くなどの交流
が続いていました。
　今回、両校の卒業生と在校生へ、芦高生徒会とボラン
ティア部から祝詞、メッセージカード、手作りオブジェ
と、農業科１年生が栽培した花を贈り、「互いに夢に向
かって頑張ろう！」とエールを届けました。

　３月４日、５日の２日間、御立岬公園で水俣・芦北地
域環境フィールドミュージアム事業によるイベントとし
て、塩田での塩づくり教室と魚釣り体験が実施され、熊
本市や八代市など、町外から 22 人が参加しました。
　１日目に海釣りランドでの魚釣り体験、２日目に塩田
での塩づくりの学習と体験教室が行われました。
　塩田では、参加者が重い木桶に悪戦苦闘しながらも、
昔ながらの塩づくりの製法を一人ひとりが体験しまし
た。参加者は、御立岬の自然を体験でき、また訪れたい
と口をそろえていました

芦高生が被災地にエールを届ける

まちのわだいまちのわだい
高校生のしごと発見塾

しごと発見塾で事業所の魅力を聞く高校生

　３月 21 日に水俣高校で、高校生に地元企業の魅力を
発見してもらおうと水俣高校、芦北高校、芦北支援学校
が合同で「しごと発見塾」を開催しました。芦北・水俣
地域の 33 事業所が集まり、３校の生徒 450 人とその保
護者へ仕事の内容や魅力、やりがいなどを各ブースで説
明しました。生徒たちは事前に３つの事業所を選択して
おり、当日は各事業所のブースでメモをとったり質問を
するなどして真剣な表情で話を聞いていました。卒業後
は就職を考えているという高校生は「仕事の内容などを
知ることができ、楽しい」と話していました。

　田浦保育園で３月７日、デコポン（不知火）ジュース
作りがあり、園児が自分たちで搾ったジュースに歓声を
あげていました。ＪＡ青壮年部の田浦支部が食育の一環
として企画したもので、同支部の柑橘生産者がデコポン
を提供。３歳〜５歳児の園児約 50 人と一緒にジュース
作りを行いました。イベント運営にはあしきた青少年の
家のスタッフも協力し、デコポンに関するクイズも楽し
みました。
　最後に、３月に卒園する年長児が園庭にデコポンの木
を植樹し、たくさんの実がなることを願っていました。

手作りデコポンジュース美味しい！

デコポンを搾る園児。「早く飲みたいな」

軽い畳をゆめもやいに寄贈

　３月１４日、姫路市の民族歌舞団花こまが育児園すく
すくを訪れ、園児や障害者就労支援施設ばらん家の利用
者に車人形やそーらん節、獅子舞などの伝統芸能を披露
しました。
　園児たちは、普段目にすることが少ない伝統芸能の熱
演に驚いたり笑ったりしながら見入っていました。
　花こまは沖縄公演からの帰路で熊本に立ち寄り熊本地
震の被災地を慰問しており、今回はばらん家の関係者と
の縁で芦北町を訪れました。
　

　３月 22 日に熊本県畳工業組合水俣芦北支部より女島
活力推進センターゆめもやいへ畳６枚が寄贈されまし
た。畳を広く活用してもらうことを目的としており、支
部組合による公共施設への畳の贈呈は県内初の取り組み
です。水俣芦北支部の渕上学組合長（水俣市）は「縁（へ
り）という字は『えん』とも読みます。畳を通して縁が
でき、私たち組合も芦北町もお互いに活性化していけれ
ばよいなと思います」と話されていました。
　今回寄贈された畳は、通常の畳より薄く軽量で持ち運
びしやすくなっており、さまざまな活動に活用されます。

伝統芸能で園児笑顔に

まちのわだい

畳を寄贈した畳工業組合の皆さんと山元総務課長（当時）

伝統芸能の車人形と触れ合う園児たち

塩田で塩づくりを体験する参加者

被災地の小学校に贈られた花とメッセージカード
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耐震改修工事をしたい 高額な耐震改修は困難

　耐震診断　

家全体を
しっかり
改修したい

部分的な
改修をしたい

命だけは
守りたい

①耐震補強設計
③耐震シェルター
④防災ベッド

①耐震補強設計

②耐震改修（一般） ②耐震改修（小規模）

以下のすべてを満たす住宅

①耐震補強設計 ②耐震改修 ③耐震シェルター
④防災ベッド　　

対象者 補助対象住宅の所有者で、町税を滞納していない人

対象となる住宅

⑴耐震診断の結果、上部構造評点が 1.0 未満と評価されたもの
⑵町内に存在する戸建木造住宅で、現に住宅所有者が居住しているもの
⑶昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工したもの。または、平成 28 年熊本地震により
被災し、調査により被害認定されたもの。

補助率
（　）は上限額 5/6（25 万円） 一般　　1/2（60 万円）

小規模　1/2（40 万円） 3/4（30 万円）

※県の支援制度があります。
　詳しくは熊本県建築住宅センターにお問い合わせください。
　（一財）熊本県建築住宅センター   ☎︎０９６（３８５）０７７１

●補助の概要

　熊本地震では、家屋の倒壊・家具の転倒などにより、多くの生命財産が失われました。大きな被害を
受けた建物のほとんどは昭和 56 年５月以前に建築された木造住宅でした。いつ大きな地震が起きても
大丈夫なように住宅を耐震改修し補強しておくことが大切です。

住宅の耐震化を支援します

＊問い合わせ先
　芦北町役場　☎︎（８２）２５１１　総務課　防災交通係（内線２１８）
　　　　　　　　　　　　　　　　　建設課　建築係　　  （内線２３２）

住宅耐震化促進事業の流れ

　

熊
本
地
震
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

町
内
で
は
震
度
５
強
を
観
測
す
る
な
ど
相

次
ぐ
強
い
地
震
で
住
家
の
半
壊
や
一
部
損

壊
の
被
害
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

地
震
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
正
確
に

知
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
日
頃
の
備
え
と

地
震
が
起
き
た
と
き
に
ど
の
よ
う
に
行
動

す
る
か
、
熊
本
地
震
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を

も
う
一
度
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
住
宅
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め

の
補
助
制
度
を
４
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
わ
が
家
の
安
全
・
安
心
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

県義援金　　町見舞金　　合計

御
船
町
に
職
員
を

災
害
派
遣

　９月までの半年間、御船町役場に災
害派遣に行ってまいります。地震によ
り被災した公営住宅復旧工事の設計や
工事監理などに携わる予定です。
　地震発生から１年が経過しますが、
復旧工事はこれからがスタートとなり
ますので、少しでも役立てるように頑
張ります。

建設課建築係
濱崎一心参事

熊
本
地
震
か
ら
１
年
。
わ
が
家
の
安
全
確
認
を
！

▶対象者　平成 28 年熊本地震で被害を受け
た住家に居住しており、日常生活に欠くこと
のできない部分※の修理（工事）に 50 万円
以上要した世帯
※日常生活に欠くことのできない部分
　屋根、柱、床、外壁、基礎、ドア、窓など。
　内装や外構の修理、家電製品の修理などは
　除きます。
▶︎義援金・見舞金の金額
《修理金額》　    《県義援金》   《町見舞金》　《合計》

100 万円以上　10 万円　   ２万円　  12 万円
50 万円以上　　　　　　   １万円   　１万円

熊本地震

　熊本県は熊本地震により住家に一部損壊の被害を受けられた世帯に対して義援金を配分し
ます。町からは災害見舞金を支給しますので、対象となる世帯主の方は申出をお願いします。

一部損壊世帯への災害義援金
　　　　　　　　災害見舞金

▶申出に必要な書類
　①領収書②修理内容がわかる書類など（工
事内訳書、工事明細書、見積書など）③着工
前・完了写真（ない場合は完了写真のみで
可）④申出者（世帯主）名義の預金通帳また
はキャッシュカードの写し⑤本人確認書類

（運転免許証、保険証など）の写し
▶︎申出期限　平成 30 年 2 月 28 日（水）まで

＊申出・問い合わせ先
　福祉課　社会福祉係
　☎︎（８２）２５１１（内線１５１）

が支給されます

　今年３月、町内全戸に
県が発行した防災ハンド
ブックを配布しています。
　大規模災害時に被害を
最小限に抑えるためには、
自分の身は自分で守る

「自助」と地域で助けあ
う「共助」が重要です。
　ハンドブックを活用し
て、日頃から災害に備え
ておきましょう。

防災ハンドブックを活用ください

倒壊した家屋（益城町）
熊本素材写真アーカイブス「キロクマ」より
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　子どもの定期予防接種は、母子健康手帳の「予防接種の記録」を確認し、未接種の場合は、早めに
接種しましょう。定期接種の接種時期を過ぎると全額自己負担になります。
　予防接種の予診票が手元にない人や芦北町に転入して予診票の手続きをしていない人は、保健セン
ターで予診票を交付しますので、母子健康手帳と印鑑をお持ちください。
※対象者にハガキ等で接種のお知らせを郵送する場合があります。

①ＭＲワクチン（第２期）予防接種 ②２種混合ワクチン予防接種

対象者
平成 23 年４月２日～平成 24 年４月１日生ま
れの人（年長児）

平成 17 年４月２日～平成 18 年４月１日生ま
れの人（小学 6 年生）

接種期間 平成 30 年３月 31 日（土）まで 11 歳の誕生日から 13 歳の誕生日の前日まで

◆４月３日付けで２種類の予診票を送付しています。

　　平成９年４月２日～平成 19 年４月１日
　　生まれで、20 歳未満の人

　　平成 19 年４月２日～平成 21 年 10 月１日
　　生まれの人

　第１期（接種３回）、第２期（接種１回）の残り

を 20 歳の誕生日の前日までに、定期接種として接
種できます。

※平成 11 年４月２日～平成 12 年４月１日生まれの人
　のうち、第１期が完了していて第２期をまだ受けて
　いない人には第２期の予診票を郵送しています。

　９歳の誕生日から 13 歳の誕生日の前日までに、

第１期（接種３回）、第２期（接種１回）を定期接
種として接種できます。

※９歳になった人にはハガキまたは封書で日本脳炎
　ワクチン接種のお知らせを郵送します。

◆日本脳炎ワクチン特例対象者は、残りの予防接種を受けましょう。
　日本脳炎の予防接種は平成 17 年度から平成 21 年度まで積極的勧奨を差し控えていました。
このため、次の生年月日に該当する人は、予防接種を受ける機会を逃していることがあります
ので、不足している回数の予防接種を受けることができます。

対象年齢 生年月日
65 歳 昭和 27 年４月２日～昭和 28 年４月１日
70 歳 昭和 22 年４月２日～昭和 23 年４月１日
75 歳 昭和 17 年４月２日～昭和 18 年４月１日
80 歳 昭和 12 年４月２日～昭和 13 年４月１日
85 歳 昭和   ７年４月２日～昭和  ８年４月１日
90 歳 昭和   ２年４月２日～昭和  ３年４月１日
95 歳 大正 11 年４月２日～大正 12 年４月１日

100 歳 大正   ６年４月２日～大正  ７年４月１日

◆平成 29 年度成人用肺炎球菌ワクチン予防接種について
　肺炎は、日本人の死亡原因の第３位です。予防接種は、すべての肺炎を予防するわけではあ
りませんが、重症化予防などの効果が期待できます。
　下記に該当する人は成人用肺炎球菌ワクチン予防接種費用の一部を助成します。

▶︎ 対象者　
　芦北町に住所がある人で、次の表の年齢に該当し、これまでに一度も接種したことがない人

※表の年齢のほかに、60歳から64歳の人で、

心臓、腎臓、呼吸器の機能またはヒト免疫

不全ウイルスによる免疫の機能に身体障害者

１級相当の障害がある人も対象になります。

事前に手続きが必要ですので、保健センタ

ーまでお問い合わせください。　　

◆生まれてくる赤ちゃんのために防ごう！大人の風しん

　妊婦が妊娠初期に風しんウイルスに感染すると、胎児に感染し、目や耳、心臓などに障害を
持って生まれる可能性があります（先天性風しん症候群）。
　下記に該当する人は風しんワクチン等の予防接種を無料で受けることができます。

▶︎対象者　
　芦北町に住所がある人でこれまでに１度も風しんの予防接種を受けたことのない人の内、次
　の①または②に該当する人
　　①妊娠を希望する女性とその配偶者または妊婦の配偶者
　　②熊本県が行う風しん抗体検査の結果、抗体価が低い人

予防接種は町外の医療機関で受けられる場合もありますので、
保健センターへお問い合わせください。
　＊保健センター　☎︎（８６）０２００

子ども と 大人 の 予防接種
保健センターだより

　予防接種は、その病気に対する免疫を作り、
抵抗力を高めます。予防接種を受けることで、
病気にかかった場合でも、症状が軽くなるこ
とが期待されています。

子どもの定期予防接種は対象時期に受けましょう

大人の予防接種のお知らせ

２種類の予診票をそれぞれの対象となる人に送付していますので、期間内に接種をお願いします。

▶︎接種期間　平成 30 年３月 31 日（土）まで
▶︎自己負担額　２，６００円　

※生活保護の人は事前に、保健センター、役場福祉課、田浦基幹支所、大野出張所、吉尾出張
　所で手続きすると、自己負担額が免除されます。
※成人用肺炎球菌ワクチンの予防接種の予診票は、町内の医療機関においてあります。

※県の「風しん抗体検査事業」の対象者は無料で抗体検査を受けることができますので、保健
　センターへお問い合わせください。
※保健センターで予診票を交付しますので、印鑑をお持ちください。（②の人は抗体検査結果
　もお持ちください。）

※今月の「あしきた健康体操」は休載します。2017．4広報あしきた　13
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田浦子育て支援センター  行事予定（５月）

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
　子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

５月8日（月）〜11日（木）母の日のプレゼント作り
12日（金）お見知り遠足（児童公園）
23日（火）クッキング（サンドイッチ）
30日（火）身体測定・誕生会

《芦北児童館》　こいのぼり・カーネーションの工作　
とき　５月４日（木・祝）　午後１時30分〜
対象　どなたでも　

《湯浦児童館》　こどもの集い　
とき　５月13日（土）　午後１時〜
対象　幼児〜中学生　※わた菓子、かき氷など提供
※児童館は児童に健全な遊び場、機会を提供し、心身とも
に豊かな発達ができるように支援する施設です。
▶︎利用時間　午前10時〜午後６時（月曜日休館）
＊問い合わせ先　
　芦北児童館　☎︎（８２）３０３６
　湯浦児童館　☎︎（８６）００７４　

　児童館からのお知らせ（５月の行事）

20 21 22

23	 24 25 26 27 28

30 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

日 月 火 水 木 金 土

4月20日〜5月20日
※日程は変更になることがあります 内は関連ページ

芦北町イベントカレンダー

年金出張相談
（役場３階会議室）

３歳児健診
（保健センター）

29

湯浦諏訪神社例大祭

７〜８カ月児健診
（保健センター）

１歳６カ月児健診
（保健センター）

佐敷諏訪神社例大祭
（〜 28 日）

九州高校選抜相撲選

手権大会　

赤ちゃん土俵入り

（佐敷諏訪神社）

県少年親善相撲大会

（佐敷諏訪神社）

湯浦手ぬぐい祭り

（湯の香橋付近）

昭和の日

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

水俣病犠牲者慰霊式

（エコパーク水俣）

町民講座開講式
（社会教育センター）

３〜４カ月児健診

（保健センター）

親子の安心サポート
（保健センター）

３歳児健診
（保健センター）

新米パパママ教室

（保健センター）

行政相談（役場研修室）

10:00〜15:00

行政相談

（活性化センター）

10:00〜15:00

星野富弘美術館

「初夏の展示」　

〜 7月 9日

親子の安心サポート
（保健センター）

月 日 曜日 事　　業　　内　　容　　※（　）内は会場

4 23 日 町民講座開講式（社会教育センター）

5

9 火 星野富弘美術館「初夏の展示」

26 金 町民体育祭　男・女グラウンド・ゴルフ大会（岩崎グラウンド）

28 日 第 45 回水俣市・葦北郡各町対抗陸上競技大会（エコパーク水俣陸上競技場）

6

2 金 平成生き生き大学開校式（社会教育センター）

4 日 一日一汗運動（各自治公民館）

18 日 町民体育祭　男・女バレーボール大会（しろやまスカイドーム・交流センター）

25 日 町民体育祭　卓球大会（地域活性化センター）

7

2 日

町民体育祭　バドミントン大会（しろやまスカイドーム）

町民体育祭　ボウリング大会（芦北ボウル）

町民体育祭　クレー射撃大会（湯浦温泉射撃場）

11 火 星野富弘美術館「夏の展示」

16 日
町民体育祭　ソフトボール大会（地域間交流スポーツグラウンド）

町民体育祭　男・女ゲートボール大会（湯浦運動公園・屋根付コート）

24 月 スポーツフェスタ《新体力テスト》（しろやまスカイドーム）

26 水 童話発表会（社会教育センター）

8

5・６ 土・日 第3回藤井瑞希杯バドミントン大会（しろやまスカイドーム・交流センター）

6 日 町民体育祭　軟式野球大会　（地域間交流スポーツグラウンド、湯浦運動公園）

10 木 子ども体験学習（町内）

13 日 町民体育祭　水泳大会（町営温泉プール）

20 日 町民体育祭　ビーチボールバレー大会（しろやまスカイドーム）

22 火 水俣・芦北地区人権教育研究大会（つなぎ文化センター）

23 水 子ども体験学習（熊本市ほか）

9

3 日 町民体育祭　ゴルフ大会（球磨カントリー倶楽部）

5 火 第 20 回佐敷城跡観月会（佐敷城跡）

16・17 土・日 第 72 回熊本県民体育祭（人吉市・球磨郡）

26 火 星野富弘美術館「秋の展示」

10
8 日 町民体育祭　陸上競技大会（地域間交流スポーツグラウンド）

28・29 土・日 文化祭《伝統芸能発表、文化協会発表、作品展示》（しろやまスカイドーム）

11

３ 金・祝 文化講演会（しろやまスカイドーム）

19 日 第59回九州地区民俗芸能大会（しろやまスカイドーム）

30・12/1 木・金 演奏家派遣事業《各中学校対象》　（各中学校、地域活性化センター）

12 12 火 星野富弘美術館「冬の展示」

1

7 日 成人式（しろやまスカイドーム）

14 日 第 68 回熊日三太郎駅伝競走大会（水俣市〜芦北町）

21 日 第 35 回熊日郡市対抗女子駅伝大会（熊本市）

2
11 日 第 44 回郡市対抗熊日駅伝大会（天草市〜熊本市）

28 水 平成生き生き大学閉校式（社会教育センター）

３

4 日 スポーツ・文化振興奨励賞交付式（しろやまスカイドーム）

13 火 星野富弘美術館「春の展示」同時開催「第 11 回詩画公募入賞作品展」

21 水 町民講座閉講式（社会教育センター）

平
成
29
年
度　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
行
事
の
ご
案
内

※
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１

Sports & Culture

夜間通行止めのお知らせ（４月 26 日、27 日）
　区間：南九州自動車道芦北 IC 〜津奈木 IC（下り線）
　　　　国道３号津奈木駅付近

期日：４月 26 日・27 日　午後 10 時〜翌朝６時　
※中・大型車は広域農道へ迂回してください。

ゴミ収集について
今年度から全地区で祝祭日も通常どおり
収集します（土日を除く）。
清掃センターへの持ち込みはできません。
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ＪＫＡトレジャークラブ会員募集芦北町総合型地域
スポーツクラブ

主に幼児〜小中学生の技術向上、体力向上

種　目 曜　日 時　間 場　所 対　象

水　泳 水・金 17:30 〜 温泉プール 小・中学生

陸　上 月・水 18:00 〜 総合グラウンド 小・中学生

相　撲 水・木 17:30 〜 交流センター 幼児〜中学生

剣　道 火・木・金 17:15 〜 田浦小体育館 幼児〜一般

新体操 水・金 18:00 〜 女島体育館 小・中学生

種　目 曜　日 時　間 場　所 対　象

ボウリング 月 19:00 〜 芦北ボウル 小学生以上

硬式テニス 火 19:30 〜 スカイドームコート 高校生以上

卓　球 木 19:30 〜 しろやまスカイドーム 小学生以上

ゴルフ 土 13:00 〜 ロータスゴルフ場 小学生以上

種　目 曜　日 時　間 場　所 対　象

毛筆・硬筆 土 10:00 〜 ドーム２階 幼児〜一般

育成教室　

スポーツ教室

学習教室

スポーツを通じた健康・体力・仲間づくり

スポーツだけでなく学習教室も開催

【年会費】
中学生以下・60 歳以上　    6,000 円
一般（高校生以上）　  １万 2,000 円
ファミリー（１世帯）１万 8,000 円
※１カ月の無料体験実施中です。
※教室によっては別途施設使用料・
　月謝が必要です。
※一人で複数の種目に参加できます。

お申し込みは教育委員会・しろやま
スカイドーム・温泉プールに備えて
ある申込書をご利用ください。

＊申込・問い合わせ先
　JKA トレジャークラブ事務局
　（芦北町教育委員会内）
　☎︎（８７）１１７１　
　しろやまスカイドーム
　☎︎（８２）５８５８
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産
課　

▼
農
政
係　

山
川
茂
夫

（
税
務
課
固
定
資
産
税
係
）　

▼
振
興
係　

濵

田
典
昌
（
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係
）

■
建
設
課　

住
宅
係　

濱
本
と
よ
子
（
住
民

生
活
課
総
合
窓
口
係
）

■
教
育
課　

芦
北
幼
稚
園　

中
村
一
美
（
福

祉
課
児
童
家
庭
福
祉
係
）、
内
田
裕
美（
住
民

生
活
課
健
康
づ
く
り
推
進
室
医
療
年
金
係
）

■
御
船
町
派
遣
〈
平
成
29
年
９
月
30
日
ま

で
〉　

濱
崎
一
心

【
主
任
技
能
士
】

■
建
設
課　

維
持
係　

串
山
忍
（
維
持
係
技

能
士
）

【
そ
の
他
の
職
】

■
総
務
課　

▼
総
務
係　

岩
間
崇
浩
（
情
報

管
理
係
）　

▼
管
財
係　

山
﨑
智
雄
（
商
工

観
光
課
観
光
係
）　

▼
防
災
交
通
係　

松
下

祐
樹
（
農
林
水
産
課
農
政
係
）　

▼
情
報
管

理
係　

橋
本
雄
一
郎
（
住
民
生
活
課
健
康
づ

く
り
推
進
室
医
療
年
金
係
）

■
税
務
課　

▼
固
定
資
産
税
係　

桑
原
慶
伍

（
農
林
水
産
課
林
務
水
産
係
）　

▼
収
納
係　

岡
田
太
樹
（
農
林
水
産
課
振
興
係
）

■
住
民
生
活
課　

▼
総
合
窓
口
係　

橋
本
晃

一
（
総
務
課
管
財
係
）、
清
水
め
ぐ
み
（
総

務
課
付
）　

▼
介
護
保
険
係　

丁
優
紀
子

（
健
康
づ
く
り
推
進
室
保
健
セ
ン
タ
ー
）　

■
福
祉
課　

▼
児
童
家
庭
福
祉
係　

一
地
寿

人
（
税
務
課
住
民
税
係
）　

▼
障
害
者
福
祉

係　

駒
走
健
大（
住
民
生
活
課
総
合
窓
口
係
）

■
商
工
観
光
課　

観
光
係　

告
下
祐
樹
（
観

光
係
技
能
士
）

■
農
林
水
産
課　

振
興
係　

前
川
明
宏
（
生

涯
学
習
課
文
化
振
興
係
）

■
建
設
課　

土
木
係　

山
田
正
大（
計
画
係
）

■
上
下
水
道
課　

水
道
係　

鳥
江
誠
（
水
道

係
技
能
士
）

■
教
育
課　

学
校
教
育
係　

山
﨑
大
至（
住

民
生
活
課
健
康
づ
く
り
推
進
室
医
療
年
金
係
）

平
成
29
年
度

　

町
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）
※（　

）内
は
前
職

■
熊
本
県
派
遣　

松
田
勇
士
（
総
務
課
防
災

交
通
係
）

【
新
規
採
用
】

住
民
生
活
課
健
康
づ
く
り
推
進
室
医
療
年
金

係　

高
峰
沙
並

住
民
生
活
課
健
康
づ
く
り
推
進
室
保
健
セ
ン

タ
ー　

山
下
紘
美

商
工
観
光
課
観
光
係　

西
山
貴
明

農
林
水
産
課
林
務
水
産
係　

梅
下
光
盛

建
設
課
計
画
係　

柳
川
知
夏

上
下
水
道
課
下
水
道
係　

木
山
海
斗

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係　

平
木
慶
征

【
退
職
者
】（
３
月
31
日
付
）

山
元
信
作
（
総
務
課
長
）

柳
田
豊
彦
（
企
画
財
政
課
長
）

坂
道
征
一
（
上
下
水
道
課
長
）

楠
原
清
照
（
税
務
課
長
）

藤
井
哲
郎
（
農
林
水
産
課
長
）

中
田
祐
一
（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
所
長
・
課
長
補
佐
）

兼
丸
靖
子
（
芦
北
幼
稚
園
長
）

平　

令
子
（
芦
北
幼
稚
園
副
園
長
）

田
畑
照
代
（
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

山
下
絹
子
（
住
民
生
活
課
介
護
保
険
係
）
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芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

芦
北
消
防
署
☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

　　

芦
北
町
内
で
は
侵
入
盗
や
車
上

ね
ら
い
な
ど
の
盗
難
被
害
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

○
外
出
す
る
と
き
や
車
両
か
ら
離

　

れ
る
と
き
に
は
、
短
い
時
間
で

　

も
必
ず
カ
ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

○
カ
ギ
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を

　

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
カ
ギ
は
持
ち
歩
く
よ
う
に
し
、

　

玄
関
付
近
に
置
か
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

○
現
金
や
貴
重
品
は
、
自
宅
や
車

　

両
内
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
置
い

　

た
ま
ま
に
せ
ず
、
で
き
る
だ
け

　

持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　

家
や
車
の
周
囲
を
う
ろ
つ
く
な

ど
、
不
審
な
人
物
を
見
か
け
た
と

き
は
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
カ
ギ
か
け
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　　

メ
ー
ル
な
ど
で
有
料
サ
イ
ト
の

登
録
料
や
未
納
料
金
が
あ
る
と
か

た
っ
て
電
子
マ
ネ
ー
の
購
入
を
求

め
た
り
、
無
料
通
話
ア
プ
リ
「
ラ

イ
ン
」で
知
人
に
な
り
す
ま
し「
プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
買
っ
て
カ
ー

ド
の
番
号
を
教
え
て
ほ
し
い
」
な

ど
と
言
っ
て
電
子
マ
ネ
ー
を
騙
し

取
る
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
ル
、
ラ
イ
ン
な
ど
で
電
子

マ
ネ
ー
を
請
求
さ
れ
た
場
合
は
詐

欺
で
す
。
請
求
は
無
視
し
、
返
信

や
問
い
合
わ
せ
を
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

　

不
安
な
と
き
は
警
察
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
電
子
マ
ネ
ー
購
入
詐
欺
に
注
意

☎︎
０
９
６（
３
８
１
）２
５
６
７

　

平
成
５
年
12
月
に
配
備
さ
れ
た

ポ
ン
プ
車
は
、
こ
れ
ま
で
２
０
０

件
以
上
の
火
災
に
出
動
し
た
の
を

は
じ
め
、
風
水
害
や
救
急
支
援
出

動
、
火
災
予
防
の
広
報
を
行
う
な

ど
23
年
間
皆
さ
ま
の
安
全
を
守
っ

て
き
ま
し
た
が
、
老
朽
化
に
伴
い

こ
の
度
新
し
い
車
両
へ
と
更
新
さ

れ
ま
し
た
。

新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
！

　

新
し
い
ポ
ン
プ
車
に
は
、
最
新

の
技
術
を
駆
使
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

装
置
、高
性
能
ポ
ン
プ
、電
動
ホ
ー

ス
カ
ー
、
軽
量
な
三
連
梯
子
な
ど

が
装
備
さ
れ
ま
し
た
。
火
災
出
動

の
み
な
ら
ず
様
々
な
場
面
で
皆
さ

ま
の
安
全
を
守
り
ま
す
。

◆
採
用
職
種　

　

事
業
運
営
お
よ
び
経
理
事
務

　
（
窓
口
業
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

◆
受
験
資
格

　

昭
和
30
年
４
月
２
日
〜
平
成

　

10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
人

◆
勤
務
場
所

　

芦
北
警
察
署
内

◆
給
与
月
額

　

14
万
円

◆
申
込
期
間

　

平
成
29
年
５
月
８
日
（
月
）

　

〜
５
月
19
日
（
金
）

※
勤
務
条
件
お
よ
び
試
験
内
容

　

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

芦
北
地
区
交
通
安
全
協
会
事

　

務
局（
芦
北
警
察
署
内
）

　
　

☎︎（
８
２
）３
１
１
０

芦
北
地
区
交
通
安
全
協
会

職
員（
事
務
局
長
）募
集

 

車
両
の
見
学
も
出
来
ま
す

の
で
芦
北
消
防
署
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
相
談

　
　
　
　
　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　高齢者の職場開拓と職業相談・紹介を行っていま
す。お気軽にお問い合わせください。
▶︎相談日　毎週月・水・金曜日午前 10 時〜午後４時
▶︎場所　芦北地域振興局　福祉課内
▶︎対象　働きたい高齢者
＊問い合わせ先
　熊本県高齢者無料職業紹介所　芦北相談所
　☎（８２）５３１０

まだまだ元気で働きたい
高齢者のための無料職業紹介

仕
事

　「お見合いバス旅行 in 人吉」を開催します。春は
新たな出会いの季節です。ステキな出会いを探して
みませんか。バーベキューや創作教室を楽しみます。
▶︎開催日　4 月 29 日（土）　
▶︎発着場所　芦北町役場　
　　　　　　午前 10 時出発　午後５時帰着
▶︎参加資格　独身男女（男女各 20 人）
▶︎参加費　町内在住者：無料　
　　　　　その他：男性 5,500 円、女性 3,500 円
▶︎申込締切　4 月 26 日（水）※定員になり次第締切

＊申込・問い合わせ先
　芦北町役場　企画財政課　まちづくり推進係
　　　　　　☎︎（８２）２５１１（内線２５２）
　《申込先》エルセルモ八代　担当：石田
　　　　　　☎０９６５（４３）３３９０

Omiai バスツアー参加者募集
（町内参加者は無料）

婚
活

　県では熊本地震で住宅に被害を受けて二重の住宅
ローンを抱え、以下の３点全てに該当する人を対象
に既存ローンの利子相当額（上限 50 万円）を補助
します。
① 300 万円以上の新たな住宅ローンを契約
②被災住宅の既存ローン残高が 500 万円以上
③世帯員に課税所得が 780 万円を超える人がいない

＊申込・問い合わせ先
　熊本県住宅課　☎︎０９６（３３３）２５５０　

二重の住宅ローンを抱える人を
支援します（県住宅再建支援事業）

支
援

　これからの地域医療やセンターについて意見のあ
る人など、どなたでも参加できます。参加費無料
▶︎日時　5 月 27 日（土）　午後１時 30 分〜４時
▶︎場所　水俣市立総合医療センター西館６階講義室
▶︎内容　丸山院長基調講話ほか、質疑応答など

＊問い合わせ先
　国保水俣市立総合医療センター総務課
　☎︎（６３）２１０１
　

水俣市立総合医療センター懇話会
「地域医療について丸山院長と語ろう」

懇
話
会

▶︎詠進の期限　平成 29 年 9 月 30 日（土）まで
▶︎詠進のあて先　〒１００ー８１１１　宮内庁
＊詳しくは宮内庁ホームページをご覧ください。　
　

平成30年歌会始のお題は「語」詠
進

　水俣病の犠牲になって亡くなられた全て
の生命に慰霊の祈りをささげ、環境再生・
創造を誓うため慰霊式を開催します。

■日時　５月１日（月）午後１時 30 分〜
■場所　エコパーク水俣親水緑地
　　　　「水俣病慰霊の碑」前
※会場まで送迎バスを運行します。

＊問い合わせ先
　水俣市環境課　☎（６１）１６４７

水俣病犠牲者慰霊式
田浦基幹支所前

JA あしきた
田浦基幹支所前

11:15

11:20

11:40

11:25

11:30

12:00

11:45

11:50

13:00

12:20

12:15

12:10

■送迎バス運行表 ※帰りは逆コースで運行します。

ヘルシーパーク
玄関前

新立宅横広場
自動販売機前 芦北町役場

玄関前ロータリー

計石郵便局前

海浦バス停 計石温泉センター前

女島バス停（小崎）

京泊バス停
( 女島・沖）

福浦バス停
福浦橋

慰霊式会場
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消 費 生 活
弁護士法律相談の窓口が広がりました

芦北町・八代市・氷川町の広域連携により

消費生活相談（月〜金曜日）専門の資格を持った相談員が対応します。

　　　　　【月・火・水・金曜日】
　　　　　　午前９時〜午後５時
　　　　　【木曜日】
　　　　　　午前 10 時〜午後７時

【芦北町】毎月１回

▶︎会場：芦北町役場　１階小会議室
▶︎日時：毎月第４水曜日
　　　　午前 10 時〜午後５時
　　　　※受付は午後４時 30 分まで
＊問い合わせ先
　芦北町役場　福祉課
　　　☎︎（８２）２５１１

【氷川町】毎月１回

▶︎会場：氷川町役場　１階相談室
▶︎日時：毎月第２水曜日
　　　　午前 10 時〜午後５時
　　　　※受付は午後４時 30 分まで
＊問い合わせ先
　氷川町役場　総務課
　☎︎０９６５（５２）７１１１

弁護士法律相談 事前に予約が必要です。同一案件は１人１回限り（30 分）。

消費生活出前講座を利用してみませんか

専門の資格を持った消費生活相談員が皆様の地域に伺い、悪質商法や携帯電話による架空請求の
現状や被害に遭わないためのポイントをわかりやすくお伝えします。
◆対象　芦北町・八代市・氷川町に在住在勤の方、自治会、公民館、学校、老人会などの各種　
　　　　団体やグループ（10 人以上の団体やグループであれば利用できます。）
＊申込・問い合わせ先　
　芦北町役場　福祉課　社会福祉係　☎︎（８２）２５１１　（内線１５４）

　八代市消費生活センター
☎︎０９６５（３３）４１６２

消費生活センターは消費生活に関する相談や苦情対応のほか、くらしに役立つ情報を提供する機
関です。芦北町・八代市・氷川町の方（在住者・在勤者・通学者）からの相談を受け付けていま
す。お気軽にご利用ください。電話相談も受け付けています。

芦北町の人も

利用できます。

芦北町・八代市・氷川町の広域連携により、悪質商法や借金問題などでお困りの方を対象とした消費
生活相談や弁護士法律相談の窓口が広がりました。下記のどこの窓口でも利用することができます。

出
張
相
談

　　八代市役所　仮設庁舎　東棟１階

　自治会などで　老人会

開催地 芦北町 八代市 氷川町

日時

5 月、8 月、11 月、2 月の第１金曜日
※ 5 月は 5/2（火）開催
※ 11 月は 11/2（木）開催
　午後 1 時 30 分〜午後４時 30 分

毎月第２・第４金曜日
午前 10 時〜午後４時

毎月第３金曜日
午後１時 30 分〜午後４時

会場 役場１階　小会議室 八代市消費生活センター （奇数月）宮原福祉センター
（偶数月）竜北福祉センター

予約先
芦北町役場福祉課　
☎︎（８２）２５１１

八代市役所市民活動生活課
☎︎０９６５（３３）４４８２

氷川町役場総務課
☎︎０９６５（５２）７１１１

芦北町は相談月の前月１日から、八代市・氷川町は相談月の１日から電話で受け付けます。
（午前８時 30 分〜）

芦北町・八代市・氷川町の相談センター

☎︎０９６５（３３）４１６２

こんなことでお困りではありませんか？

強引な訪問買取や販売 しつこい電話勧誘 熱気にのまれて契約

不審な電話が・・・ 借金の支払い 心当たりのない請求

八代市消費生活センターの

八代市消費生活センター

▶︎予約方法

相談無料
秘密厳守

無料

※イラスト：消費者庁ホームページより



2017．4広報あしきた　23

【金賞】（全国大会）
▼第 23 回世界空手道選手権大会　団体組手２位

＝飯村吏毅哉（花岡西）　▼第８回全国バドミン

トントリプルス選手権大会　優勝＝引地恵（花岡

西）　▼第 29 回桃太郎杯全国高等学校空手道錬

成大会　一年生個人組手２位＝鬼塚大輝（宮崎、

芦北高１年）　▼第 27 回全国高等学校ボクシン

グ選抜大会　ライトウエルター級２位＝岡田尚大

（小田浦５、九州学院高２年）　▼第 27 回全国都

道府県中学生相撲選手権大会　団体戦２位＝橋本

大海（宮浦、佐敷中３年）　▼第 71 回国民体育

大会陸上競技　少年Ｂ３０００ｍ３位＝井川龍人

（花岡西、九州学院高１年）　▼第 34 回全日本ジ

ュニア新体操選手権大会　団体３位＝木下大雅

（花岡東、佐敷中３年）、岩永果大（本町、同３

年）、大室裕慈（向町、同３年）、邑上颯（芦北、

同３年）、米良睦希（計石西、同３年）、福山哲平

（花岡西、同３年）、山下凌（宮浦、同２年）、岩

永　京大（本町、同１年）　▼第 16 回全国障害

者スポーツ大会　フライングディスク競技３位＝

山下平四郎（計石西）　▼平成 28 年度全国高等

学校総合体育大会相撲競技　団体戦５位＝福田亮

太（ 計 石 西、 文 徳 高 ３ 年 ）　 ▼ Jack Bunny!! 

Junior Golf Tour 2016 Championship 決勝大会　

５位＝間柄両真（湯浦南、秀岳館高２年）

【銀賞】（九州大会）
▼第 25 回全九州相撲選手権大会　団体戦優勝＝

松岡友希（花岡西、芦北高２年）　▼第 22 回全

九州わんぱく相撲大会　１年生の部優勝＝戸田勇

翔（沖、湯浦小１年）　▼第 36 回全九州高等学

校空手道新人大会　北ブロック個人組手優勝＝田

村響（花岡西、芦北高１年）　▼平成 28 年度全

九州高等学校体育大会空手道競技　個人組手２位

＝釜拓冶（女島西、芦北高３年）　▼第 37 回熊

本オープン卓球大会　70 代女子の部３位＝上野

純子（花岡西）　▼第３回全九州少年少女空手道

選手権大会　３年個人組手３位＝山尾彩碧（花岡

北、佐敷小３年）　▼第 30 回かささぎ杯ジュニ

ア新体操競技会　団体３位＝川口大輔（花岡西、

佐敷中３年）　▼第 48 回西日本年齢別選手権水

泳大会　４年生以下 50 ｍ平泳ぎ５位＝久保哲真

（湯南団地、湯浦小４年）

【銅賞】（県大会）　

▼第 71 回全日本軟式野球大会 ENEOS トーナメ

ント熊本県予選　優勝＝桑田学（桑原）　▼平成

28 年度熊本県空手道連盟熊本県予選会　個人組

手成年男子軽量級優勝＝西山貴明（花岡東）、団

体組手優勝＝川口孔（花岡西、佐敷中１年）　▼

平成 28 年度全日本９人制バレーボールクラブカ

ップ男女選手権大会熊本県予選会　優勝＝木本隆

博（白木）　▼平成 28 年度熊本県高等学校総合

体育大会体操競技・新体操選手権大会　団体優勝

＝八里大樹（計石東、芦北高３年）、今嶋智雅

（花岡北、同３年）、岩永周大（本町、同２年）　

▼第 32 回全国小学生陸上競技交流大会熊本県予

選会　６年女子１００ｍ優勝＝松﨑陽向（白岩、

佐敷小６年）　▼第 26 回全日本少年フットサル

選手権熊本県大会　優勝＝永田凱聖（田浦町１、

田浦小６年）、溝下隼磨（小田浦２、同６年）　▼

第 34 回全九州高等学校陸上競技新人対校選手権

大会熊本県予選大会　３０００ｍ障害優勝＝荒木

翼（向町、八代東高２年）　▼平成 28 年度熊本

県高等学校空手道新人大会　団体組手優勝＝岩下

照英（向町、芦北高１年）、一村晃輝（市野瀬、

同１年）、足立龍哉（花岡西、同１年）、由藤新士

（花岡西、同１年）　▼平成 28 年度熊本県高等学

校駅伝競走大会　優勝＝本郷未来（田浦２、信愛

女学院高２年）　▼第 42 回熊日学童五輪空手道

　５・６年総合優勝＝山尾悠真（花岡北、佐敷小

６年）、白﨑優太（乙千屋、同６年）、橋本将人

（道川内西、同５年）、３・４年組手優勝＝岩野優

良（小田浦４・田浦小４年）　▼第 11 回県中学

校空手道新人大会　２年個人組手優勝＝橋本愛里

（道川内西、佐敷中２年）、１年個人組手優勝＝釡

つばさ（花岡西、同１年）

【特別賞】（指導者）
本田貴紀（本町、芦北トレジャー相撲クラブ監督）

【金賞】（全国大会）
▼第 67 回日本学校農業クラブ全国大会　農業鑑

定競技会　最優秀賞＝元村聖華（海浦１、芦北高２

年）、優秀賞＝山下穂菜美（西告、同３年）　▼創

立 70 周年・創刊７００号記念家庭画報大賞　審査

委員特別賞＝藤崎節子（田浦町１）　▼第４回日本

ダンス大会　優勝＝鎌木鈴（湯浦南、鎮西高２年）

【銀賞】（九州大会）
▼平成 28 年度森林・林業の技術交流発表大会　

九州管理局長賞・優秀賞＝釜拓冶（女島西、芦北

高３年）

【銅賞】（県大会）
▼第 66 回 “ 社会を明るくする運動 ” 作文コンテス

ト　県推進委員会委員長賞・県知事賞＝山下美羽

（田浦町２、田浦中３年）　▼全国中学生人権作文

コンテスト県大会　最優秀賞・熊本地方法務局長

賞＝松永倫佳（白石、球磨中３年）　▼第 71 回九

州合唱コンクール熊本県予選　金賞＝藤井悠弥花

（平生、水俣高３年）、池田麻衣（湯南団地、同１年）

平成２８年度スポーツ賞・文化振興奨励賞
　平成 28 年にスポーツや文化活動で活躍した町民をたたえるため、３月５日、しろやまスカイドームで芦
北町スポーツ賞・文化振興奨励賞の交付式が行われ、受賞者に盾と奨励金が贈れらました。
　受賞者は次のとおりです。（敬称略）※カッコ内の住所、所属などは各大会での受賞時のものです。

（対象：平成 28 年１月１日〜 12 月 31 日までの受賞者）

スポーツ賞

文化振興奨励賞

スポーツ・文化活動支援事業
についての問い合わせ先

生涯学習課　　

　☎︎（８７）１１７１

　　体育振興係（内線１４３）

　　文化振興係（内線１４５）

2017．4 22広報あしきた
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佐
敷
城
跡
《
佐
敷
城
の
歴
史
⑥
》

佐
敷
城
で
起
こ
っ
た
大
事
件

　

天
文
20
年
（
１
５
９
２
）
６
月
15

日
、
島
津
氏
の
家
臣
で
湯
之
尾
（
鹿
児

島
県
伊
佐
市
）
の
地
頭
で
あ
っ
た
梅
北

国
兼
と
い
う
部
将
が
佐
敷
で
突
然
反
乱

を
起
こ
し
、
佐
敷
城
を
占
拠
す
る
事
件

が
発
生
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
反
乱
は
「
梅
北
の
乱
」
ま
た
は

「
梅
北
一
揆
」
と
呼
ば
れ
、
明
（
当
時

の
中
国
）
や
朝
鮮
な
ど
外
国
と
戦
争
を

行
っ
て
い
る
最
中
に
発
生
し
た
た
め
、

豊
臣
政
権
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し

た
。
発
生
の
原
因
や
背
景
、
経
過
な
ど

に
つ
い
て
諸
説
あ
り
、
資
料
に
よ
っ
て

は
反
乱
に
参
加
し
た
人
数
も
数
十
人
か

ら
２
千
人
規
模
、
反
乱
期
間
も
３
日
間

か
ら
２
週
間
と
大
き
な
違
い
が
あ
り
、

未
だ
に
謎
の
多
い
事
件
で
す
。

　

佐
敷
城
代
加
藤
重
次
の
弟
で
、
当

時
、
佐
敷
城
の
留
守
居
役
と
し
て
こ
の

現
場
に
居
合
わ
せ
た
井
上
彌
一
郎
（
勘

兵
衛
吉
弘
）
が
後
に
報
告
書
（『
井
上

彌
一
郎
梅
北
一
揆
始
末
覚
』）
を
記
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
基
に
来
月
号

で
は
事
件
の
流
れ
を
詳
し
く
見
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

芦北に残る文化遺産

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

　

国
指
定
史
跡

　

平
成
20
年
３
月
28
日
指
定

世界を知って日本を知ろう！

英国派遣事業
中学生・高校生

７月下旬

開催予定 参加者募集

検索詳しくは芦北町国際交流協会ホームページへ

＊問い合わせ先
　芦北町国際交流協会事務局　（芦北町役場企画財政課内）
　☎︎（８２）２５１１　（内線２５２）

申込締切
５/24 水

　芦北町国際交流協会

梅北の乱発生から３日後に出された豊臣秀吉朱印状。冒頭に「佐敷一揆令蜂起之由」と記されている。
（八代市立未来の森ミュージアム平成 25 年度秋季特別展覧会図録『秀吉が八代にやって来た』より転載）

Diary
水仙と桜の橋

うきうき

芦北

　やっと４月に入って、お花見の季
節となりました。晴れますように～
♪
先月、桝屋さんでひな祭りのお茶
会に振袖を着て参加させていただ
きました。イギリスにはひな祭りの
ような女の子の成長を祝うお祭り
はありませんが、３月には私の母と
姉二人の誕生日があるので、個人
的には、そんなに違わないのかな
と感じています。
　茶道の手伝いも体験しました。
着物は美しいけれど、初めて振袖
を着たので所作が分からず、袖が

茶碗に落ちたり、立ち上がる時に
つまずいたりしないかドキドキしま
した。今回初めて舞台裏を見て、
茶道の作法を改めて実感しました。
とても簡単そうに見えますが、歩
き方にもきちんとした決まりがあり
ます。お菓子や道具などが季節、
行事に合わせて選ばれていることに
も感動しました。
　ひな祭りの翌週、「利き茶ティー
パーティを開きました。Cream さ
んのケーキと一緒に紅茶を飲みつ
つ、おしゃべりタイムを楽しみまし
た。茶道と違って、イギリスの紅

茶文化には正しい入れ方は特にあり
ません。みんなそれぞれ好みがあ
るので、「紅茶の表」がある家や職
場の休憩室にも見たことがあります。
例えば、同僚のために紅茶を入れ
る時は、ミルク・砂糖を入れるか、
濃い方がいいのか、それとも薄い
方がいいのか、この情報が全部表
に書いてあります。
　茶道とティーパーティ、形式は違
いますが、忙しい日常の中、時間
を取って心を落ち着かせるところが
同じではないでしょうか。

Vol.8

芦
北
町
の
民
話　

第
二
話

　

慈
乃
の
家
は
粗
末
な
草く

さ
ぶ
き葺
の
家
で
、
中
は

暗
く
て
誰
も
い
る
様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
慈
乃
は
中
に
案
内
し
灯
あ
か
り

を
つ
け
ま
し
た
。

　

灯
に
て
ら
さ
れ
た
慈
乃
は
な
お
さ
ら
美
し

く
見
え
岩
助
の
心
を
と
ら
え
ま
し
た
。

　

岩
助
は
こ
ん
な
山
の
中
に
き
れ
い
な
娘
が

い
る
事
を
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。

　

慈
乃
は
「
わ
た
し
は
父
と
二
人
暮
ら
し
で

す
が
、
父
は
今
夜
は
用
が
あ
っ
て
大
野
の
里

に
泊
ま
っ
て
き
ま
す
の
で
、
わ
た
し
ひ
と
り

で
す
。
ゆ
っ
く
り
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
い

っ
て
い
ろ
り
の
火
を
た
き
始
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
自
在
か
ぎ
に
掛
け
た
鍋
の
汁
を

暖
め
て
岩
助
に
す
す
め
ま
し
た
。
山
で
採
っ

た
椎
茸
や
猪
の
肉
な
ど
で
岩
助
は
体
の
中
か

ら
暖
ま
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

慈
の
神
（
そ
の
二
）

　

岩
助
は
慈
乃
と
い
ろ
い
ろ
言
葉
を
交
わ
し
て

い
る
中
、
つ
い
眠
気
に
誘
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

医
者
に
行
く
の
は
ま
あ
ひ
と
眠
り
し
て
か
ら
で

も
遅
く
な
い
と
思
っ
た
岩
助
は
い
ろ
り
の
端
に

横
に
な
り
ま
し
た
。

　

慈
乃
は
岩
助
に
夜
具
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ど
れ
だ
け
時
が
過
ぎ
た
か
岩
助
に
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
目
が
覚
め
て
見
る
と
い
ろ

り
の
火
は
消
え
か
け
、
慈
乃
の
姿
は
そ
ば
に
は

見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

岩
助
は
「
慈
乃
さ
ん
」
と
は
じ
め
て
声
を
出

し
て
娘
の
名
を
呼
ん
で
み
ま
し
た
。「
慈
乃
さ

ん
」
ま
た
呼
び
ま
し
た
が
返
事
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
慈
乃
、
慈
乃
」
と
呼
び
続
け
る
岩
助
の
悲
し

い
切
な
い
声
が
あ
ち
こ
ち
の
山
に
響
き
わ
た
り

ま
し
た
。（
つ
づ
く
）

　
　
　

　芦北町在住の高齢者が同支店を訪
れ、窓口で 100 万円の引き出しを
依頼。係員が使い道を尋ねると「息
子からお金を貸して欲しいと頼まれ
た」と話したため、オレオレ詐欺を
疑い、警察に通報。未然に被害を防
止しました。（※肩書きは当時）

中央信金佐敷支店に感謝状
特殊詐欺防止

　３月８日、熊本中央信用金庫佐敷
支店（井上輝支店長）に古荘芦北警
察署長から感謝状が贈られました。
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町民講座作品紹介

書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
内
多
喜

「
さ
と
い
も
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
治
美
代
子

絵
手
紙

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
贈
る
運
動

　

小
・
中
学
生
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
寄
附

佐敷小　募金贈呈日：3 月 15 日
募金額：154,870 円
《内容》チャリティーバザー収益金

大野小　募金贈呈日：３月 17 日
募金額：216,477 円
《内容》募金米、サラダ玉ネギの販売益金

湯浦小　募金贈呈日：３月 29 日
募金額：85,861 円
《内容》米、サラダ玉ネギの販売益金

内野小　募金贈呈日：３月 15 日
募金額：55,282 円
《内容》うちのっ子祭りバザー収益金

田川地区明るい農村農業体験実行委員会
募金贈呈日：３月 15 日　募金額：30,000 円

《内容》もち米の販売益金

カンボジアに
学校をつくる募金

募金残高 2,040,438 円
（４月 3 日現在）

６校目の建設に向け１歩１歩

おすすめ図書紹介

食・ファッション・健康・歴史など
366日ありとあらゆる記念日の由
来・エピソードをわかりやすく解
説してあります。

「
３
６
６
日
記
念
日
事
典
」

加
瀬 

清
志 

著
（
創
元
社
）

魔界からきた悪魔のアクマントはず
っこけてばかりでぜんぜん怖くない。
一体なんの目的で人間の世界へきた
のか？挿絵もたくさんで面白いです。

「
あ
く
ま
で
悪
魔
の
ア
ク
マ
ン
ト
」

山
口　

理  

作

熊
谷 

杯
人 

絵（
偕
成
社
）

長谷川さんが姿を消した夜から
10 年。僕ら５人は鞍馬の火祭り
の日に再会した…。不気味に謎め
いた雰囲気が魅力の連作怪談。

「
夜
行
」

森
見 

登
美
彦 

著
（
小
学
館
）

BOOK町立図書館 ☎︎（８２）２２１３

社教センター社教センター・田浦図書室社教センター・田浦図書室

▼
今
年
の
桜
は
遅
咲
き
で
し
た
ね
。
ぐ
ず

つ
い
た
天
気
が
続
き
桜
を
楽
し
め
な
か
っ

た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
私
も
編
集
後
記
を
書
き
な
が
ら

花
散
ら
し
の
雨
を
恨
め
し
く
感
じ
て
い
る

一
人
で
す
。
入
学
式
と
桜
と
い
う
滅
多
に

撮
る
こ
と
が
で
き
な
い
構
図
を
期
待
し
て

い
た
だ
け
に
残
念
で
し
た
。
こ
の
時
期
に

な
る
と
桜
を
見
る
楽
し
み
と
い
う
よ
り
も
、

桜
と
一
緒
に
何
を
撮
ろ
う
か
と
考
え
て
し

ま
う
の
は
一
種
の
職
業
病
で
す
か
ね
。
今

月
の
編
集
を
終
え
た
今
日
か
ら
は
、
純
粋

に
散
り
ゆ
く
桜
を
愛
で
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
引
き
続
き
広
報
担
当
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
上
野
）

お 誕 生 お め で と う

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　  区

釡　乙
お と か

叶　　　   ３．  １　   女　　雄三　　  小田浦３
須永　奏

かなで

　　   　３．  １　   男　　  薫　　　小田浦２
松田　季

と き あ

空　　   ３．  １　   男　　勇士　  　大野
野口　蓮

れ と

隼　　   ３．  ４　   男　　圭太　　  古石北
木ノ下　紬

つ む ぎ

季　   ３．  ６　   女　　好太　　  新町
千年　桃

も も は

葉　  　 ３．１５　   女　　和樹　　  市野瀬
森山　姫

き き

妃　　   ３．１７　   女　　泰宜　　  小田浦２
溝部　菜

な な こ

々子　   ３．１８　   女　　典生　　  湯浦南
倉本　乃

の あ

愛　　   ３．２３　   女　　裕太朗  　田浦２

H29. ３. １〜３.31 受付分（敬称略）受付件数 10 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

　氏　　名                死亡日　        年齢　　　　  区　

一浦　康一　　       ３．  １　　  ８７　　　計石東
富﨑　ツルエ　　   ３．  １　　  ８９　　　乙千屋
釡　國男　　　　   ３．  ２　　  ８６　　　花岡西
瀧井　フジノ　　   ３．  ３　　  ９５　　　海浦１
矢野　義次　　　   ３．  ４　　  ９１　　　花岡東
窪田　秀子　　　   ３．  ５　　  ８２　　　花岡西
新村　一二　　　   ３．  ５　　  ９２　　　田川
鬼塚　巧　　　　   ３．１１　　  ８６　　　岩屋川内
本村　ミチ子  　　 ３．１１　　  ７７　　　田浦２
元村　トシ子　　   ３．１２　　  ９１　　　計石東
岩崎　みつ子 　　  ３．１３　　  ６２　　　宮崎
本田　實　　　　   ３．１５　　  ８７　　　田浦２
中島　義春　　   　３．１５　　  ９２　　　計石東
田中　幸惠　　   　３．１６　　  ８６　　　白岩
竹林　勲　　　　   ３. １７　　  ８１　　　田浦町１
鳴川　セツ子　 　  ３. １９　　  ７７　　　田浦町２   
駒走　チミ　　　   ３．２０　　  ９４　　　田浦３
松永　安雄　　   　３．２１　　  ８０　　　高岡南
田中　晴喜　   　　３．２４　　  ８６　　　本町
平山　きよ子   　　３．２５　　  ８４　　　花岡東
藤井　秀治　　　   ３．２５　　  ８５　　　平生
大川　スミ子　　   ３．２５　　  ８６　　　大川内南
塩井　惠子  　　　 ３．２６　　  ７３　　　塩浸
永野　マツ　　　   ３．２７　　  ９７　　    海浦２
引宇根　昭彦　   　３．２７　　  ８９　　    本町
立杉　和昭　　   　３．２８　　  ４３　　    立川
宮川　辰文　　   　３．２８　　  ５７　　　大岩一
白奥　君子　　　   ３．２９　　  ８９　　　白木
田口　トメ子   　　３．２９　　  ８８　　　道川内西
大園　正就　   　　３．３０　    １０３　       田川

H29. ３. １〜３.31 受付分（敬称略）受付件数 36 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
なお、掲載の承諾には署名・押印が必要です。 図書館休館日　【社教センター】４月 29 日（土）、５月３日（水・祝）〜５日（金・祝）、７日（日）

【田浦図書室】     ４月 24 日（月）、５月８日（月）、22 日（月）

▼
水
俣
・
芦
北
地
域
の
高
校
生
向
け
に
開

催
さ
れ
た
「
し
ご
と
発
見
塾
」
で
、
芦
北

町
の
事
業
所
を
中
心
に
い
く
つ
か
の
ブ
ー

ス
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
初
め
て
仕
事
の

内
容
を
知
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
芦
北
町

内
に
も
魅
力
的
な
職
場
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
魅
力
を
広
報

紙
で
も
伝
え
て
い
け
れ
ば
良
い
な
と
思
い

ま
す
。
▼
広
報
係
３
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
ま
だ
発
見
し
き
れ
て
き
て
い
な

い
芦
北
の
魅
力
を
見
つ
け
る
一
年
に
し
た

い
で
す
。
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ギ
）

編
集
後
記
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（
再

生
紙

使
用

）

参加チーム募集！

■参加資格：心身ともに健康な人
【一般の部】　社会人・高校生の男女
　・チャンピオンクラス
　　（レベルの高い試合を行いたいチーム）
　・フレンドリークラス
　　（ビーチサッカーを楽しみたいチーム）
【小学生の部】　小学生の男女
【中学生の部】　中学生の男女
【女子の部】中学生以上の女子

■申込締切　5 月 12 日（金）必着
■参加費（１チーム）　
　【一般の部】　
　　チャンピオンクラス　20,000 円
　　フレンドリークラス　17,000 円
　【女子の部】　　　　　　10,000 円
　【小・中学生の部】　　 　  5,000 円
　　※選手登録はチャンピオンクラス 15 人
　　　以内、その他の部門 10 人以内
　　※小中学生のチームは必ず成人の代表者
　　　を置いてください

「
星
野
富
弘
と
第
10
回
詩
画
公
募
展
入
賞
作
品
展
」

　

○
開
催
期
間　

５
月
７
日
㈰
ま
で

　

○
休
館
日　
　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館
☎
（
８
６
）
１
６
０
０

現
在
、
企
画
展
「
星
野
富
弘
と
第
10
回
詩
画
公

募
展
入
賞
作
品
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、「
た
ん
ぽ
ぽ
」
や
「
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
」
な
ど
、
春
の
草
花
を
題
材
に
、
温
か
く
心

地
の
よ
い
春
風
吹
く
星
野
富
弘
の
世
界
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
第
10
回
詩
画
公
募
展
の
入
賞

作
品
44
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
応
募
総
数

１
９
５
７
点
か
ら
選
定
さ
れ
た
、
県
内
外
の
保

育
園
児
か
ら
大
人
ま
で
一
人
ひ
と
り
の
思
い
や

気
持
ち
が
表
現
さ
れ
た
詩
画
作
品
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

▶
「
花
麒
麟
（
は
な
き
り
ん
）」
１
９
７
４
年

美
術
館
だ
よ
り

芦北町立

BEACH SOCCER FESTIVAL 2017

御立岬ビーチサッカー
フェスティバル2017

６月10 日（土）予選（一般の部のみ）

　   11日（日）
御立岬公園ビーチ特設コート

＊申込・問い合わせ先
　ビーチサッカーフェスティバル実行委員会
　事務局（商工観光課内）
　☎（８２）２５１１（内線１７３）

期日

地球環境スポーツ

会場

一般の部決勝トーナメント
小・中・女子の部

５ 12金まで

　

野
鳥
写
真
愛
好
家
の
濱
崎
猛
さ
ん
（
田
浦
町
１
）

が
撮
影
し
た
カ
ワ
セ
ミ
の
写
真
が
、Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
観

光
列
車
か
わ
せ
み
や
ま
せ
み
号
の
運
行
開
始
に
合
わ

せ
て
発
行
さ
れ
た
写
真
小
冊
子
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

濱
崎
さ
ん
は
職
場
を
退
職
後
、
熱
心
に
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
指
導
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
日
病
に
倒

れ
、
体
の
一
部
が
不
自
由
に
。
２
０
１
２
年
か
ら
は

カ
ワ
セ
ミ
の
写
真
撮
影
に
の
め
り
込
み
、
２
年
前
に

は
町
内
で
写
真
展
を
開
催
す
る
な
ど
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
小
冊
子
は
野
鳥
研
究
者
の
新
庄
俊
郎
氏
（
東

京
都
）
が
自
費
出
版
し
た
も
の
で
、
関
係
機
関
や
自

治
体
な
ど
に
無
償
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冊
子
希
望
者
に
は
１
人
（
世
帯
）
１
冊
に
限
り
無

償
で
提
供
さ
れ
ま
す
。
※
25
部
限
定
の
た
め
事
前
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
濱
崎
さ
ん
宅
で
の
受

け
取
り
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

問
濱
崎
猛
さ
ん
☎︎
（
８
７
）
０
８
８
８

カ
ワ
セ
ミ
写
真
に
生
き
が
い

濱
崎
猛
さ
ん
撮
影
写
真
が
冊
子
掲
載

濱崎さん撮影のカワセミと小冊子


